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研究成果の概要（和文）：数の仕組みとその文法・情報構造との連関については、主に、それを研究するための
コーパスへの情報付与を行った。具体的には、マレー語・インドネシア語の大規模ウェブコーパスに形態情報を
付与した。
数の仕組みについては、ベトナム語・日本語・マレー語で類別詞が生起しない環境にある程度の共通点が見られ
ることを確認した。
文法・情報構造については、マレー語の動作主の異なる受動文の下位タイプその違いが受動動詞句の表す事象の
所与性の違いであると主張した。また、古典マレー語・バリ語について、受動文動作主が二度表現される下位タ
イプは、接語重複であると主張した。

研究成果の概要（英文）：Regarding the relation between number systems and grammatical and 
informational structure, I annotated Malay/Indonesian corpora with morphological information.  The 
annotations will facilitate the study of the relation.
Regarding number systems, it was found that the contexts in which classifiers do not occur are 
largely similar in Vietnamese, Japanese and Malay.
Regarding grammatical and informational structures, I claimed that different subtypes of Malay 
passives, which differ in agent expressions, reflect differences in the givenness of the event 
expressed by the passive verb phrase.  Moreover, I argued that the passive subtype in Classical 
Malay and Baliense in which the agent is expressed twice in a clause is an instance of clitic 
doubling.

研究分野：言語学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
マレー・インドネシア語の大規模コーパスへの形態情報に関連して構築した、コーパス検索システムMALINDO 
Concは、研究だけでなく、言語学習にも利用することができる。また、形態情報辞書MALINDO Morphは、マレ
ー・インドネシア語で初めての形態辞書であり、言語ツールの開発に有用である。
受動文を接語重複として分析する提案はなされていたが、忘れられている。本研究では、その明確な証拠を提示
した。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 日本語など類別詞を持つ言語の数体系については、これまで積極的に論じられることはなか
った。それに対し、私は、マレー語などに見られる、類別詞の随意性と複数標識の存在をもと
に、伝統的な単複二項対立に代わる、4 範疇から成る基本的数範疇体系を提唱した。4 範疇と
は、単数［1］、2種類の一般数［1以上］、複数［2以上］）である。 
 類別詞言語における複数形については、一部の言語で定性（definiteness）や特定性
（specificity）に関わることが報告されていた。そのため、英語などにみられる複数形とは異
なり、真正の複数形ではないと言われることもあった。 
 
２．研究の目的 
 そのような背景を踏まえ、本研究では、以下の 3点の解明を目指そうとした。 
① 一部の言語の複数形に見られる特定性に関わる特徴が、類別詞を含む表現にも見られるか
を調べ、類別詞を数標示と分析できるかどうかを明らかにする。 
② 「一般数」を表す表現を認定するための通言語的に有効な客観的手順を確立し、一般数に

2種類あるのかどうかを明らかにする。 
③ 4 範疇仮説に基づき、文法・情報構造に関わる現象を捉え直し、伝統的数体系による記述
と説明力を比較する。 

 
３．研究の方法 
 研究開始当初は、テキストの分析、聞き取り調査、文献調査、容認度判断実験により上記 3
つの問題にアプローチする予定であった。本研究では、これらすべての方法をすべて実際に行
った。研究段階で、古典マレー語が研究対象に入ったことにより、次第にテキストの分析に重
きが置かれるようになった。そして、最終的には現代マレー語でも同様の方法が取れるように、
研究資源としてのコーパスおよびその検索システムを整備することに注力することになった。 
 
４．研究成果 
 言語学的な研究成果としては、文法・情報構造に関わる現象、特に受動文が中心となる。 
(1) マレー語受動文動作主に対する人称制限とその説明 
 マレー語受動文は、受動態を標示する形態素により 2種類に分けられる。すなわち、受動態
が明示的標識 di-により標示される di-受動文と、そのような標識を持たない裸受動文である。 
 
① a. di-受動文 
  Buku itu sudah di-baca oleh mereka. 
  book that PFV PASS-read by 3PL 
  「その本は彼らによって読まれた。」 
 b. 裸受動文 
  Buku itu sudah mereka baca. 
  book that PFV 3PL read 
  「その本は彼らによって読まれた。」 
 
一般に、di-受動文の動作主は 1・2人称に限られると言われている。Nomoto and Kartini (2014)
では、そのような制限は強い傾向にすぎず、実際には 1・2人称の動作主も可能であることを、
テキストの分析を通じて示した。さらに、そのような制限は di-受動文の動作主が所与性
（givenness）・際立ち（salience）において低くなければならないことによると主張した。発
話行為参与者である 1・2人称は、常に所与の個体として存在するため、通常の文脈では di-受
動文の要請と相容れないのである。 
 次に問題となるのは、di-受動文がどのように、そのような所与性条件を動作主に課すかであ
る。Nomoto (2015)では、受動標識 di-がそれが投射する動詞句の表す事象の所与性が低いこと
をコード化していることによると主張した。 
 
(2) ハイブリッド型受動文とその受動文一般の分析に対する意義 
 現代マレー語の di-受動文は、動作主の表現法により 3 つの下位タイプに分けられる。すな
わち、動作主が明示されない pro 型、動作主が前置詞 oleh「～によって」（英 by）によって導
入される oleh 型、動作主が動詞の直後に生起する DP 型である。 
 
② a. Pro 型 
  Surat itu sudah di-poskan pro. 
  letter that PFV PASS-post 
  「その手紙はもう投函された。」 
 b. Oleh 型 
  Surat itu sudah di-poskan oleh kerani. 
  letter that PFV PASS-post by clerk 
  「その手紙は事務員によってもう投函された。」 



 c. DP 型 
  Surat itu sudah di-poskan kerani. 
  letter that PFV PASS-post clerk 
  「その手紙は事務員によってもう投函された。」 
 
 古典マレー語では、これらに加え、oleh 型と DP型が組み合わさった、「ハイブリッド型」が
存在することが指摘されていた。ハイブリッド型では、動作主が 1つの節内で二度生起する。
一つ目は、動詞の直後に 3人称の前接語として（＝DP型）、二つめは、oleh により導入される
前置詞句として（＝oleh 型）である。 
 
③ ハイブリッド型（古典マレー語） 
 maka di-lihat=nya [oleh mereka itu] ... 
 and  PASS-post=3 by 3PL that 
 「そして、彼らによって…見られた」 
 
 ハイブリッド型については、その存在が知られるのみで、その詳細は記述・分析がなされて
いなかった。Nomoto (2016)では、その性質を調べ、ハイブリッド型は外項が重複されるような
接語重複であると提案した。その理由の 1 つに動作主の特定性がある。ハイブリッド型 di-受
動文の動作主は、他のタイプと異なり、動作主が特定でなければならないようなのだ。ロマン
ス諸語などで報告されている、内項の接語重複もこの特徴を持つ。さらに、Nomoto (2018)では、
バリ語の-a受動文が、裸受動文のハイブリッド型から生じたという分析を提案した。 
 
④ ハイブリッド型裸受動文（バリ語） 
 Nasi-ne ajeng=a [teken anak-e ento]. 
 rice-DEF eat=3 by person-DEF that 
 「米はあの人が取った。」（Artawa 1998: 10） 
 
古典マレー語とバリ語のハイブリッド型受動文の存在は、以下のような意義がある。一般言語
学において、受動文が接語重複として分析されたことがあった（Baker, Johnson and Roberts 
1989）。だが、無形の接語を仮定したため、その後あまり顧みられなかった。本研究は、Baker
らの理論的分析が存在すると予測するような形式、すなわち音形を持った接語が関与する事例
が少なくとも 2例あることを示し、彼らの分析を支持する。 
 
(3) マレー・インドネシア語コーパスの整備 
 本研究では、マレー・インドネシア語で大規模なテキストを用いた統語論的研究を可能にす
るためのコーパスの整備も行った。まず、ライプツィヒコーパスのマレー語・インドネシア語
データについて、言語分類をやり直し、言語分類の間違いを減らした（Nomoto, Akasegawa and 
Shiohara 2018）。その後、その再編したコーパスに複数を表す完全重複や態を表す接辞などの
情報を付与した。コーパスはオンラインのコーパス検索システム MALINDO Conc から検索できる
ようにした。 
 コーパスへの情報付与を行うために、マレー・インドネシア語初となる形態情報辞書も作成
した。約 23 語形について、その形態的構成（接頭辞、接尾辞、周接辞、重複の種類）と出典が
記載されている。 
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